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B5 判上製函入　本文 756 頁 ISBN 978-4- 8055-0955-5　C3052　2022 年 3月刊

鈴木　隆（獨協大学名誉教授）編・著

定価 38,500 円（本体 35,000 円＋税 10％）

フィリベール・ド・ロルム

建  築  書
注   解

　ド・ロルムはルネサンスの新しい潮流を受け止めて建築の造形・意匠の探求に努めるとともに、構造の安全性と自在性を
それにも増して重要なことと位置付け、自らの経験と学習から得た知見を建築書に込めた。造形・意匠および構造などの視
点から建築を総合的に捉えようとするド・ロルムのその基本的な考え方は、時代を超えて意味をもち続けてるはずである。
建築書の全体像は、我国において必ずしもよく知られていない観がある。その全体を翻訳・注解する本書がそれを知るため
の便となり、さらには研究のためのなんらかの手掛かりがそこから見出されるならば幸いである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（「あとがき」より抜粋）

フランス人によって著された先駆的な建築書として重要な位置付けをもつ、
16世紀フランス・ルネサンスの建築家フィリベール・ド・ロルムが建築に
関する主題を総合的に論じた実質的に一体を成す二つの著作を翻訳、 さらに
読解の補助となる訳注と解説を付して、その全容及び意義を明らかにする。
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パリの中庭型家屋と都市空間

アパルトマン形式の中庭型共同住宅家屋により構成される典型的なパリの市街地
の 19 世紀における都市空間の形成過程を通じて、その成立条件を家屋や街路な
どの空間的要素と、公正証書原本や土地台帳図などの一次資料から、どのような
実態と特性をもっているのかを詳細に分析した都市論。

A5 判上製函入　本文 456頁　2005.2　ISBN 978-4-8055-0489-5

定価 10,450 円（10％税込）鈴木  隆　著
17 世紀にパリで刊行されたル・ミュエの建築書は、都市空間の構成要素として
の一般住宅家屋の重要性に着目し、現実に即してその合理的な建築形態を追求
した先駆的な作品である。このル・ミュエの書をわが国に紹介し、都市の住宅
建築の一つの現実的モデルを示すと同時に、17世紀フランスの都市と建築に関
する認識を深める新たな材料を提示することを目的とする。

A4 判上製函入　本文 174頁　2003.11　ISBN 978-4-8055-0450-5

「万人のための建築技法」注解

【著者略歴】 鈴木　隆（すずき・たかし）
1947 年、 東京生まれ。東京大学理科Ⅰ類を経て、 教養学部教養学科および工学部都市工学科卒業。  同大学院工学
系研究科都市工学専門課程および博士課程修了 （工学博士）。  フランス政府給付留学生としてパリ第一大学、パリ
第八大学および国立社会科学高等研究院（パリ）博士課程修了 (Docteur)。獨協大学助教授・教授、東京工業大学
兼任講師、  千葉大学兼任講師を経て、 現在、  獨協大学名誉教授。著書に、 『パリの中庭型家屋と都市空間』 （中央公
論美術出版）、『ピエール・ル・ミュエ 「万人のための建築技法」 注解』（訳・解説、中央公論美術出版）。共著に、
『現代の都市法』（東京大学出版会）、『協議型まちづくり』（学芸出版社）、『分権社会と都市計画』（ぎょうせい）、
『都市をつくった巨匠たち』（ぎょうせい）、『都市のクオリティ・ストック』（鹿島出版会）、他。　

19 世紀の市街地形成

【日本不動産学会著作賞・都市住宅学会賞受賞】
ピエール・
ル・ミュエ

鈴木  隆　訳・解説
定価 10,450 円（10％税込）

廉価な良い建築のための新考案
　　いとも篤信にして強大なシャルル九世フランス国王へ
　　善意の読者へ
　　新しい建築術を称えて
　廉価な良い建築のための新考案の第一書
　廉価な良い建築のための新考案の第二書
　　ゾイルスへ
　　本著作、廉価な良い建築のための新考案の全ての内容の概要
　　訂正すべきいくつかの誤り
　　刊行允可抄本

建築第一巻
　　刊行允可抄本
　　いとも高貴な名だたる貴婦人にして、いとも篤信なシャルル九世国王の母君であられる
　　　フランス皇太后カトリーヌ陛下へ
　　本著作の全ての書のそれぞれの章および論考に含まれる主たる題材の一覧もしくは要約と集成
　　善意の読者方へ
　建築第一書
　建築第二書
　建築第三書
　建築第四書
　建築第五書
　建築第六書
　建築第七書
　建築第八書
　建築第九書
　本著作の結論ならびに建築の計画および行為に関するいくつかの教訓
　　刊行允可抄本
　　読者への若干の注意
　　訂正すべきいくつかの事柄
　訳　

注

解　説
　1. フランス・ルネサンスの建築家フィリベール・ド・ロルム
　2. ド・ロルムの建築書
　3. 建築書の中に位置づけられた石切規矩術
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